
木の国森の資源の活かし方＜技術指針N0,2＞

　キシメジ科クヌギタケ属のシイノﾄモシビタケ

[学名:Mycena lux-coe]nは、子実体が緑色に発

光する希少なきのこで､初めてハ丈島で発見され

ましたＪ』歌山県では1995年以降、紀伊手島i有一

の沿岸剖を中心に広範囲に分右することが明ら

かになりています。

　同じMvcella属の発光性きのこヤコウタケは白

生地の観測や人ｴ｡栽培きのこの展示などがおこ

なわれいることから､本きのこも観光画や自然教

育-ヽの活用が期待されています。

　発光の原鳶は､蛍などの生物発光と同様発光物

質のルシフヱリンが酵素ルシフェラーゼの僅き

で酸化して発光するルミナール反応です。

　発光することの蛮|抜(lJI!|!)勺、生態的3は、他の

発光きのこ同様､まだ､解明されていません。

　全国的には､東京都のハ丈島で1951年に発見さ

れ､今|ﾖでは､三重県南方IS､大分県､官||府県にも分

布することが､虹|られています。

　現在､il]歌|||県内では､すさみ町から新宮111'の

海岸線のシイ林を中心に分布しています。

図1県内のシイノトモシビタケの分布域
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　傘は､直径1－2㎝程度､大きいもので

3cl以上で､粂纏を有し､旅装褐色。

　ひだは､やや疎で白色一クリーム色。

　柄は､長さ1－5cm程度､直径2mm程度

で､白色－酸褐色－黄褐色。
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　海岸線の照葉樹林のうち､スダジイが大木で残る自然林で樹齢が高く､倒木が所々にある林できの
こが見られます。

m

　きのこが発生しているのは､主にスダジイ大木(胸高直

径40－50cm程度又はそれ以上3の腐朽の進んだ倒木朽ち

木です。

　今回の調査で､スダジイの小径木(胸高直径30cm程度ま

たはそれ以下)やホルﾄノキの倒木朽ち木にも発生する

ことが､確認されまＬた。

○発生の時期

　発生の時期を調査するため､那智勝浦町宇久非の森林において､地元の協力を得て定期的に2002
年－2D06年の5年一問観察を行いました。
　従来､きのこは､梅雨時期に発生するC注I)とされていまＬた。しかし、この調査で､一定の気雁と

降水等の条件が揃えぱ､梅雨前の5月上旬から秋の10JI中旬頃まできのこが発生することが明らか
となりました｡(li2)
　これらの結果から､通常､5月10日頃から発生を開始し､梅雨g]け頃まで多数見られ､その後､晴天
が続くと一旦発生を倅止しますが､台風や秋雨で降雨があると夏以降でもきのこが発生します。

＜〔注1〕:|｣｡|渓フィールドブックlnきのこ｡本鮪次雄監修｡1994.山と鳩谷社＞
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図2シイノトモシピタケの年別発生時期

　011=11は、一発j=j･=｡廸､lgl=|。|』【FIき11kりI闘査を含む。

　2002年は、8】lj及ぴ|ﾛj･jは未調査。

　2COかlj･の5J-j下旬から6Jりj波線当liは措定｡
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　白牛地に比較的近い創宮地域観測所の気象観測データから、Fｮ平均気温は概ね20°C 上で

ｰ

酉があるときのこの発生の可能性が高まると考えられました。

　なお､林内の気温は､同観測所より0－2℃低い値であることから､実質的には】8－20℃程度でき

のこが発生すると考えられます｡また､湿度はほとんど90%以上でした。

　入梅期の降雨連続時の調査では､降雨開始3日引こは多数の幼子実体が形成し､５日日には､熟成

します｡条件が良けれぱ､それ以降も子実体の発生が順次統きます。
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6きのこの発生と気温及び雨量(2002年)
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　肉眼で幼子実体と識別できた後の子実体生育パターン

の一例として､観察１日日の幼子実体が割二ぽ|には成熟

し､４日目からはやや発光が弱くなり､71」日にはしおれ

て消失したものが観察されました（表１）。

○発生gぽこダ

　発生のピークがよく現れるのは､5月中句から梅雨明
けまでの問で､降雨やそれまでの発生状況が影鰐しま
す｡例えば､しばらく発生していないところへ遺産の|降
雨があると多数のきのこが集中発生し､逆に､長々と発
生が絞いている場合には､適度な条件であっても少ない
発生量とな･ってしまいます。

　また､2006年の

よ引こ梅雨期に発

生が少なく、夏か

ら初秋に発生が多

い年もあります。

　ここでは､発生2

目前までの降水辰

がきのこの発生に

影響するものと考

えられました。

　気澗は､20℃を下

回ると極端にきの

二が減少しました。

表2
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表1子実体発育パターンの例

観察日

一１日目

２日目

３日目

４日目

５日目

６日目

フ日目

子実体の生育状況

幼子実体

成熟子実体

成熟子実体

成熟子実体

老子実体

老子実体

しおれて消失
-

シイノトモシビタケの発生状況の調査(2006年)

　発生量温度湿度　　降水量(mm)

発光の状態
一
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土壌は濯っているが子実体はない

適度|ごＳ度がある

Ｓ日前に自重通過も雨量少ない

爾が降ｇ湿度も高い

Ｓ日前に一時強く降り５時間餉に少量雨

４日間鴎雨が紬く

２日間晴天が綾く

２日闇夜間に眸●有り

１日前に強い雨が降る

１日前|二台屋遭遇

Ｓ日間暁天が維く

一週間哨天が纏き乾燥している

肌寒い

土壌は乾燥している
ｰ



にiii］
萱原水栽培

　　原木への胞子の自然感染によるシイノトモシビタケ栽培を検討するため､原木を林内に置いたと

　ころ､現在､きのこの発生は見られませんが､数年で腐朽が進んでいることから発生が期待されます。

　設置日2003年6月３日

　原本スダジイ(直径10～19cm長さ30cm)

⊃

○菌床栽培

　　シイノiヽモシビタケの人工栽培化のため､収集Ｌたきのこから胞子分離した菌株を用いて､菌

　床壇培を行りたところ､わずかにきのこを発生させることに成功しました｡実用化のためには、

　培養撮]開の短縮等の検討が必要です。

接　種目2001年2月22日
培養温度23℃

培　　地シイのオガ紛:フスマ＝10:1　含水率74％
培養状況培養5ヶ月後に全体に菌糸がまん延･･･ｷﾉｺ発生せず

　　　　　　(2001年7月)
培養の継続15ヶ月後1つの培養器から幼子実体が発生

　　　　　　(2002年5月)
　　　　　　長さ8～9cm(付け根から傘の先端まで)、柄は根元径I.5nlm
　　　　　　16本発生うち2本発光

　シイノTヽモシビタケの幻想的な|辻界を観光

や学習会に活かそうと、那智勝浦町のr宇久井

海と森の自然塾運営協議会｣が主催し､宇久井

ビジターセンター(TEL0735-54-2510)を中心

に､観察会が期間限定で行われています。
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和歌山県農赫水産総合技術センター林業試験場

　　　〒649-2103和歌山県西牟婁郡上富田町生馬1504-1

　　　　　　　　　　TEL0739(47)2468 FAX 0739C47)4116

　　　HPアドレスhttp://www.pref.wlk.vama.lgjp/prefg/070109/gsiyou/006/006.htm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行:平成20年3月
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